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1．　 編集にあたって

仮想現実（VR：Virtual Reality），拡張現実（AR：
Augmented Reality），複合現実（MR：Mixed Reality）と
いった技術の総称である XR（エックスアールもしくはク
ロスリアリティと呼ぶ）を活用したサービスが一般的とな
る時代へと向かっています．そこで，ニューノーマル時代
の XRやリモートワークの XR，ホログラフィ技術を用い
て VRゴーグルなど専用装置を使わない HMI（Human 

Machine Interface）やホログラムディスプレイなど新しい
技術やサービスなどの開発・実証実験・運用から得られた
知見を集めて，仮想空間拡張が容易な時代の可能性や課題
を共有することを目指して企画しました．

2．　 本特集の論文について

本特集では 8編の招待論文と 1編の投稿論文を掲載して
います．

磯部 宏太氏・畑田 裕二氏らの招待論文「IPSJバー
チャルホールの開発と運用」では，3次元的な広がりを持
たせた情報処理学会（IPSJ）を象徴する情報空間の場で
ある IPSJバーチャルホールの制作について報告していま
す．IPSJバーチャルホールの制作過程で利用してるツー
ルの紹介は参考になると思われます．また，配信運用事例
では運用方法について有益な知見が含まれています．

岡本 茂久氏らの招待論文「IBMのバーチャル入社式に
みるバーチャル空間やイベント作成における実践的工夫や
考慮ポイント」では，IBMの 2022年入社式をオンライン
の 3D空間で開催し，会場は新入社員約 600人のアバター
が同一空間に同居できるイベント向けの VR空間を開発し
たことを報告しています．アバター操作やイベント空間作
りの進め方などの実践的工夫や考慮ポイントは参考になる
と思われます．

井原 章之氏の招待論文「XRが拓く RX（リサーチト
ランスフォーメーション）」では，研究現場の RX（デジ
タルトランスフォーメーション（DX）等を駆動力として
研究開発活動を革新し，そのオペレーティングシステムを
トランスフォームすること）を促進するために行っている
「XRシステムの開発と運用」に関する活動を報告してい
ます．「リアルタイム拡張仮想」の技術を用いたシステム
の開発手法や活用事例，また，内製のシステムをMR用
ゴーグル型デバイスと組み合わせて活用した事例から得ら
れた知見は，XRが拓く RXの試みとして重要であると思
われます．

田中 洋輔氏らの招待論文「フィールド科学体験型VR

シアターの構築とその教育現場への適用と評価」では，容
易に体験することができない地中（鉱山），水中，宇宙，
森林等のフィールド科学の現場に強みを持つ北海道大学と
して，我が国では初の試みとなる 360° VRシアターの設
計・建築が計画され，フィールド科学を 360° 立体視で，
しかもグループで仮想体験できる設備を構築したことを報
告しています．実際の活用事例である鉱山工学教育現場で
の活用と評価には有益な知見が含まれています．

山口 武彦氏の招待論文「VR技術の予防医療分野への
適用事例と留意点―MCI早期発見技術・うつ病を対象と
したデジタル治療薬を事例として―」では，医療分野への
新しい VR活用である VRデジタル治療薬を紹介し，予防
医療の適用事例や留意点について解説いただきました．
Virtual Kitchenシステムを用いた軽度認知障害の早期発
見技術やうつ病を対象とした VRデジタル治療薬の事例
は，VRの応用可能性など有益な知見が含まれています．

八杉 公基氏らの招待論文「タッチレス空中インタ
フェースとしての 3Dディスプレイの利用」では，空中
ディスプレイの国際標準化，3Dディスプレイの原理，さ
まざまなセンシングデバイスと統合することで実現された
タッチレス空中インタフェースについて紹介し，実機の作
成と展示を通して得られた課題を解説いただきました．新
型コロナウイルスの感染拡大以降，タッチレス空中インタ
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フェースは，共用デバイスを介した感染拡大を防止する
キーテクノロジーとして注目される中，本取り組みから得
た知見は非常に興味深い内容となっています．

高木 康博氏の招待論文「ホログラムコンタクトレンズ
による究極のARディスプレイ実現への取り組み」では，
人体に非侵襲な形の ARディスプレイであるコンタクトレ
ンズ型ディスプレイは，目の中に入れて使うことができま
すが，表示画像が近すぎて目がピント合わせできない問題
があり，ホログラフィ技術による立体表示を用いて，目が
ピント合わせできる距離に画像を表示する方法を提案し，
提案法の実現に向けた取り組みについて解説いただきまし
た．

山口 一弘氏らの招待論文「ホログラフィック TVの実
用化に向けた課題と 3D映像のストリーミング表示システ
ムの開発」では，現実空間と同様に自然な 3D映像を表示
できる 3D TVとして実用化が期待されているホログラ
フィック TVについて紹介し，実際にホログラムの生成
から表示までの実験を行い，3D映像を遠隔地へと伝送す
るシステムの開発を行ったことを報告しています．ホログ
ラムデータを有線通信にてストリーミング表示した例や無
線通信にてストリーミング表示した例は，ホログラムの伝
送における課題として参考となると思われます．

井上 円氏らの投稿論文「自動配送ロボットの走行情報
に関するAR表示がもたらす周辺歩行者への心理負荷低
減」では，超低遅延通信が期待される 5G通信を組み合わ
せた自動配送ロボット周辺の歩行者の不安低減を目的と
し，Augmented Reality（AR）を活用した情報提示につい
て提案し，提案手段の有効性を検証したことを報告してい
ます．パーソナルスペースの侵害や物体の近接を事前に可
視化する ARコンテンツが周辺歩行者の不安感を低減する
事を確認しています．

グロッサリでは，招待論文から各論文を理解するのに助
けとなるキーワードを数ワード選択し，簡潔な解説をして
います．

招待論文は会誌「情報処理」のデジタルプラクティス
コーナー，投稿論文は論文誌トランザクション デジタル
プラクティスに掲載されております．全文は HTML版
「https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/55/

S1403-index.html」をご覧ください．
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